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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和３年２月から令和３年４月までに開催された定例会（第１回）・臨時会（第２回・第３回）
で審議された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

　第１回 定例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月８日から３月２５日）

 一般会計補正予算（第１２号）を可決

　主な事業については、新型コロナウイルス感染症に伴う各種事業の中止
等が起因となる令和2年度事業で執行されなかった事業の補正（補正予算
全体で286万円）を可決しました。

＜定例会最終日＞

陳情第７号が厚生文教
常任委員会へ付託とな
りました。

２件の意見書を可決

住まいと暮らしの安心を確保
する居住支援の強化を求める
意見書

小中高全体で30人学級を早く
実施することを求める意見書

１件の発議を可決

倶知安町議会会議規則の一部
改正について

※議員の欠席事由に育児や介
　護等も認めるように幅をも
　たせるために改正

 教育委員会教育長の任命に同意

　定例会最終日に町長より教育委
員会教育長の任命の提案説明を受
け、同意されました。

　任期　自　令和3年4月  1日

　　　　至　令和6年3月31日

教育委員会教育長
  む ら い　  みつる

村 井　満

 一般会計補正予算（第１３号）を可決

　下記の主な事業において次年度（令和3年度）に繰り越して使用するため
の減額補正予算（補正予算全体で997万円）を可決しました。

・夜のお店応援プレミアム商品券発行事業・・・・・・３０９万円

・感染症対策等の学校教育活動継続支援事業・・・・・５２０万円
　（内訳：小学校費４００万円、中学校費１２０万円）

 「観光商工課」に改め、「こども未来課」を新設

　定例会最終日には従来の「観光課」を「観光商工課」に改め、「こど
も未来課」を新設する内容の一部改正が提案され可決されました。

　なお、上記の課については令和3年4月1日より設置となっています。
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　第２回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月３１日）

　第３回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４月２１日）

 一般会計補正予算（第２号）を可決

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で1億4,853万円）を可
決しました。

・地元のお店応援クーポン発行事業交付金・・・７，５５０万円

・くっちゃん経営持続化支援金・・・・・・・・・２，４５０万円

・町民PCR検査助成金・・・・・・・・・・・・・１，７９５万円

・倶知安町新型コロナウイルス対策信用保証料助成金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・５００万円

・倶知安町事業再構築サポート補助金・・・・・・・・５００万円

・倶知安町感染予防対策備品購入補助金・・・・・・・５００万円

・倶知安町公共交通運行継続支援金・・・・・・・・・１１８万円

・トレーニング室感染予防用空気清浄機購入・・・・・・４９万円

歳入の内訳

新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金・・7,426万円

財政健全化基金繰入金
　　　　　　　　・・7,426万円

 一般会計補正予算（第１号）を可決

歳入の内訳

新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金・・・798万円

新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費臨時補助金
　　　　　・・・・・1,317万円

　令和3年度予算において、主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全
体で2,116万円）を可決しました。

・消耗品費（災害対策費より支出）・・・・・・・・・６６０万円

・ワクチン接種会場清掃業務委託料・・・・・・・・・１６５万円

・燃料費（接種会場にて使用）・・・・・・・・・・・１０４万円

・ワクチン接種会場用物品借上料・・・・・・・・・・１０３万円

・ワクチン接種会場用パーテーション購入・・・・・・・６４万円

・予防接種健康被害調査委員会委員謝礼・・・・・・・・４０万円

・ワクチン保管用非常用発電機購入・・・・・・・・・・２７万円
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令和３年度の全ての予算及び関連議案を「可決」 
令和3年度の一般会計、5つの特別会計、水道事業会計の予算及び関連議案について、議長を除く15名
の委員で構成される予算審査特別委員会にて審査を行いました。

議案第１号　一般会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第２号　国民健康保険事業特別会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第３号　後期高齢者医療事業特別会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第４号　介護保険サービス事業特別会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第５号　公共下水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第６号　地方卸売市場事業特別会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第７号　水道事業会計予算
　　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

※ 上記議案名の「虻田郡倶知安町」及び「倶
　 知安町」は省略しています。

議案第８号　財政健全化基金の費消について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第９号　公共施設整備基金の費消について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第10号　教育振興基金の費消について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第11号　国民健康保険基金の費消について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第12号　特別職の職員で非常勤のもの
　　　　　　 の報酬及び費用弁償に関する
　　　　　　 条例の一部改正について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第13号　国民健康保険税条例の一部改
                    正について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第14号　地域福祉計画策定委員会条例
                   の制定について
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

議案第15号　農地耕作条件改善事業分担金
　　　　　　 の徴収に関する条例の制定に
　　　　　　 ついて
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決

予算審査特別委員会報告

　予算審査特別委員会は定例会初日の3月8日に設置、
委員長に門田委員、副委員長に木村委員を選出し、9
日から12日の計4日間で開催され、慎重なる審査が行
われました。

　なお、本委員会へ付託された議案の採決は下記のと
おり。

＜新年度予算の議案＞ ＜新年度予算に関連する議案＞
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・財産管理費（町有地などの今後の利活用について）

・研修費（職員育成について）

・老人福祉費（高齢者に対する助成等について）

・児童館費（放課後児童クラブ等の運営について）

・予防費（新型コロナウイルスワクチン等について）

・環境衛生費（ごみ収集等について）

・商工振興費（飲食店等に対する支援について）

・観光費（観光振興に対する支援等について）

＜一般会計予算に賛成討論＞
森　禎樹 議員
　会派清流クラブを代表して討論する。予算編成
においても厳しい財政状況の中、いつまでも住み
続けたい町「くっちゃん」を基本とした町長の思
いが各施策に込められていると推察出来る。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、本町
の経済も大きな打撃を受けた。直ちに新たな財源
確保の手法を含めた財源の検討、今まで以上に人
材育成を行い、機構改革による効率的な行政運営
を要望する。新庁舎で気持ちも新たに各々が能力
を最大限発揮できるように意識共有・情報共有を
しっかり行い目的に向かって職務を遂行されるこ
とを期待する。

　4日間に及ぶ特別委員会での慎重な議論を踏まえ、
定例会最終日の3月25日には門田予算審査特別委員
長より付託されたすべての議案について「原案可決」
と委員長報告がなされ、定例会最終日に全ての議
案について「原案可決」となりました。

　　　　　　　全ての議案について「原案可決」　　　　　　　　　（第１回 定例会最終日）

＜一般会計予算に賛成討論＞
鈴木　保昭 議員
　新年度予算案は倶知安厚生病院の改築事業、新
幹線建設事業の本格化に伴い、今後のまちづくり
の第一歩である大切な投資的経費が増大するのが
最大の特徴。
　新庁舎が5月に開庁し、役場が新しくなったら職
員まで笑顔で優しく親切になった、仕事が早い、町
民は新しい役場での皆さんの働きに期待をしてい
る。もう少し出来るものは出来る、検討しなけれ
ばならないものは検討するとはっきりとした意思
表示が必要だと考える。文字町長にはスピード感
がみえる勢いが必要。以上、一般会計予算に対す
る賛成討論とする。

＜一般会計予算に反対討論＞
原田　芳男 議員
　令和3年度予算は、前年度予算より4億2,800万
円減の103億9,700万円。提案された予算は多く
の点で町民の暮らしを顧みないものとなっており、
住民の暮らしを支えるという一番大事な目線に欠
けた予算でもある。福祉ハイヤーの所得制限の廃
止は未だに実現していない。重ねて所得制限を廃
止し、制度創設の意義を守るよう求める。
　町の予算は観光や商店、農業など産業推進と同
時に町民の暮らしにどう関わるのかも大事な課題。
町の政治の基本を顧みない予算であると厳しく指
摘し、反対の討論とする。

　予算審査特別委員会では、一般会計予算・特別
会計予算及び関連議案について款別（項目ごと）
に質疑・答弁を行い、慎重に審議がされました。

　各委員からの主な質疑については右記のとおり。

 予算審査特別委員会の委員会審査報告

門田予算審査特別委員長による委員長報告
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冨田　竜海　議員・・・７ページ
　① Noパーティ、Noコロナ宣言の内容精査は十分だったか
　② アフターコロナを見据えた合理的な町政運営とは
　③ 持続可能なまちづくりの実現に向けて

波方　真如　議員・・・８ページ
　① 防災訓練の重要性
　② 空き家危険対策

作井　繁樹　議員・・・９ページ
　① with コロナ・アフターコロナ対策
　② 企業・産業育成
　③ 新駅周辺整備
　④ 機構・意識改革

木村　聖子　議員・・・１０ページ
　① 町政執行方針より「子育て子育ち支援策の充実」
　② 安心できるワクチン接種に向けて

小川　不朽　議員・・・１６ページ
　① 公約（政策）の実現に向けて

笠原　啓仁　議員・・・１７ページ
　① 『道の「核ごみ条例」』本町は遵守しますか
　② 「町長附属機関の委員構成」議員枠廃止の作業を共同で
　③ 「発達支援センター」施設更新に向け積極発信を
　④ 「避難行動要支援者」対象者の個別計画はできていますか
　⑤ 「教員の変形労働時間制」本町は導入しますか

原田　芳男　議員・・・１８ページ
　① 倶知安町の観光と地産地消について
　② 厚生病院の第2期整備計画への14町村の補助について
　③ 国民健康保険の税引き上げや子どもの均等割の減免について
　④ 学校教育について

坂井　美穂　議員・・・１９ページ
　① 誰ひとり取り残さない地域包括ケアシステムの構築へ
　　 総合的に支援できる拠点整備を
　② 新型コロナウイルスワクチン接種体制について

森　　禎樹　議員・・・１１ページ
　① 今後の農業政策について
　② 町内交通体系について
　③ 積極的な広報を実施するべきではないのか

門田　　淳　議員・・・１２ページ
　① 飲食店事業者等への支援策や経済対策支援について
　② ふるさと納税について

田中　義人　議員・・・１３ページ
　① 新型コロナウイルス感染症対策の強化を
　② 役場の機構改革について
　③ 景観形成地区内の開発について
　④ 良好な開発を促す規制と地域経済活性化の両立を
　⑤ 倶知安町に電子図書館を

森下　義照　議員・・・１４ページ
　① 庁舎移転に伴う周辺施設・空き地の有効活用について

佐藤　英俊　議員・・・１５ページ
　① 倶知安厚生病院第2期整備計画協定書について
　② 観光行政にコンシェルジュを

会議録を閲覧するには、こちらから検索が
可能です。

一般質問１日目（３月２２日）

一般質問２日目（３月２３日）

一般質問３日目（３月２４日）

一般
質問
町 政 を 問 う

 13 人の議員が
       36 問の一般質問を行いました
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町長
NO パーティー NO コロナ宣言の内部精査は十分だったか

現状を深刻な事態と受け止め、町長独自の政治的判断で宣言

冨田　竜海　議員
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特
別
措
置
法
第
24
条
第
９
項
に
基
づ
く
感
染
防
止
　

さ
ま
ざ
ま
な
法
解
釈
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た

が
、
現
在
す
ぐ
即
答
出
来
な
い
の
で
、
今
後
調
査
・

確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
事
業
者
か
ら
訴
え
ら
れ
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
要
請
で
あ
り
法
的
な
拘
束
力

が
な
い
中
で
お
願
い
を
し
て
い
る
が
、
訴
え
に
つ
い
て

は
絶
対
な
い
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
専
門
的
な
弁

護
士
に
相
談
し
対
応
を
し
て
い
く
。

　
　
　

地
方
公
務
員
法
第
35
条
（
職
務
に
専
念
す

　
　
　

る
義
務
）
「
職
員
は
、
法
律
ま
た
は
条
例

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ

の
勤
務
時
間
及
び
職
務
上
の
注
意
力
の
全
て
を

そ
の
職
務
執
行
の
た
め
に
用
い
、
地
方
公
共
団

体
が
な
す
べ
き
責
を
有
す
る
勤
務
に
の
み
従
事

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

何
ら
条
例
や
法
的
根
拠
も
な
い
宣
言
発
信
業
務

に
担
当
課
が
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
条
に

反
し
て
い
な
い
か
。
地
方
公
務
員
法
第
13
条
（
平

等
取
り
扱
い
の
原
則
）
「
全
て
の
国
民
は
、
こ
の

法
律
の
適
用
に
つ
い
て
、
平
等
に
取
り
扱
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
（
中
略
）
政
治
的
意
見
も
し
く

は
政
治
的
所
属
関
係
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
」
国
連
で
は
「
差
別
に
は
複
数
の
形

態
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
全
て
は
何
ら
か
の
除

外
行
為
や
拒
否
行
動
で
あ
る
。
」
と
定
め
て
い
る
。

　

今
回
の
宣
言
は
幅
広
い
意
味
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー

そ
の
も
の
の
除
外
行
為
や
拒
否
行
動
で
あ
り
、

政
府
・
東
京
都
・
札
幌
市
等
も
適
法
性
の
観
点
か

ら
全
面
的
な
禁
止
で
は
な
く
、
時
短
や
人
数
に

制
限
を
か
け
た
上
で
協
力
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
町
長
は
そ
の
行
為
の
全
て
を

問
答
無
用
で
拒
否
し
た
上
で
何
ら
法
的
裏
付
け
、

補
償
、
解
除
要
件
も
無
し
。
明
ら
か
に
ず
さ
ん

で
は
な
い
か
。

問

町
長

答 行
動
の
協
力
要
請
な
ど
を
勘
案
し
、
総
合
的
に
判

断
す
る
。
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町
長

　
「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
単
に
運

が
良
か
っ
た
か
ら
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地

域
で
日
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
防
災
教
育
を
学
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
自
分
達
の
普
段
か
ら
行
っ
て
い

る
行
動
を
当
た
り
前
に
実
践
し
た
結
果
が
起
こ

し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

町
民
の
避
難
行
動
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
釜

石
の
奇
跡
な
ど
の
尊
い
教
訓
に
学
び
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
自
分
で
自
分
の
命
は
守
れ
る
よ
う

意
識
づ
け
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
。

　

町
民
一
人
一
人
が
、
本
町
で
起
こ
り
得
る
洪
水

や
地
震
な
ど
の
災
害
を
自
ら
が
イ
メ
ー
ジ
し
、
避

難
行
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
く
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
現
地
で
避
難
場
所
や
避
難

所
、
そ
れ
に
至
る
経
路
の
状
況
な
ど
を
普
段
か
ら

町民にも参加していただけるような防災訓練を実施するべき

　
　
　

は
じ
め
に
、
私
は
成
長
と
共
に
防
災
に
対

　
　
　

す
る
意
識
が
低
下
し
て
い
く
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
で
、
防
災
訓
練
の
重
要
性
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

　

今
年
は
、
新
た
な
防
災
拠
点
の
整
備
が
役
場

新
庁
舎
で
行
わ
れ
、
防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て
も

各
指
定
避
難
所
に
分
散
保
管
す
る
ほ
か
、
役
場

分
庁
舎
を
防
災
備
蓄
倉
庫
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
進
め
る
予
定
な
の
で
、
慎
重
か
つ
迅
速
な

作
業
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
物
資
輸
送
方
法
や
避
難
場

所
で
の
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
釜

石
の
奇
跡
」
か
ら
学
び
、
町
民
に
も
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

波方　真如　議員

問

教育長

答

確
認
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
、
そ
う
し
た
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
防

災
訓
練
や
啓
発
活
動
な
ど
に
よ
り
、
町
民
一
人
一
人

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
の
上
で

自
主
防
災
組
織
単
位
と
いっ
た
少
人
数
で
の
講
座
、

そ
し
て
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
を
今
年
度
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
。

　

今
後
、
全
国
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
た
後
に
は
、
本
町

で
起
こ
り
得
る
災
害
を
想
定
し
、
よ
り
多
く
の
町

民
が
参
加
し
た
形
で
の
避
難
や
避
難
者
主
体
に
よ

る
避
難
所
運
営
、
更
に
は
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
の

各
種
防
災
機
関
が
参
加
し
て
の
防
災
訓
練
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

町長 感染症が収束した後には、より多くの町民が
　　　参加した形で防災訓練を検討している

町
長

　

現
在
、
町
内
に
お
い
て
は
43
軒
の
空
き
家
が
あ

り
、
空
き
家
率
は
０・８
％
と
把
握
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
現
在
、
特
定
空
き
家
の
基
準
に
よ
り
認
定

さ
れ
て
い
る
軒
数
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
空
き
家
の

う
ち
、
危
険
な
家
屋
と
し
て
経
過
を
観
察
中
の

も
の
が
16
軒
あ
る
。

　

倶
知
安
町
空
き
家
等
対
策
計
画
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
の
居
住
に
適
し
た
専
用
住
宅
の
建
設
と

住
み
替
え
支
援
を
促
進
し
、
高
齢
者
が
住
ん
で

い
た
空
き
戸
建
て
住
宅
を
子
育
て
世
帯
に
提
供

す
る
な
ど
、
関
係
各
課
と
連
携
・
検
討
し
、
新

年
度
か
ら
は
地
域
有
料
賃
貸
住
宅
制
度
と
共
に

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
空
き
家
を
増

や
さ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
　
　
　

本
町
に
お
け
る
空
き
家
危
険
対
策
に
つ
い

　
　
　

て
空
き
家
の
現
状
、
特
定
空
き
家
の
有

無
、
新
し
い
支
援
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

問空
き
家
危
険
対
策

8



町長
まち会社支援、資金調達でも総合調整機能を果たすべき

商工会議所と同じ覚悟、同じ温度で進める

　
　
　

新
駅
周
辺
施
設
の
あ
り
方
検
討
業
務
に
伴

　
　
　

う
検
討
委
員
会
は
、
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
検
討
委
員
会
を
ベ
ー
ス
に
、
構
成
団
体

を
さ
ら
に
拡
充
し
高
架
下
の
有
効
活
用
な
ど
も

含
め
、
よ
り
各
論
的
な
方
針
を
示
す
べ
き
。

　

行
政
、
事
業
者
、
地
元
団
体
、
町
民
の
連
携
が

何
よ
り
不
可
欠
。
こ
う
し
た
商
工
会
議
所
の
動
き

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
新
駅
駅
舎
や
駅
前
広
場
な

ど
の
整
備
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
。

　

商
工
会
議
所
と
同
じ
覚
悟
、
同
じ
温
度
で
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
仮
称
）
北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整

備
推
進
委
員
会
を
新
設
。
新
駅
駅
舎
に
隣
接
し
、

高
架
下
な
ど
に
整
備
を
検
討
し
て
い
る
都
市
施
設

へ
導
入
す
る
観
光
案
内
所
、
待
合
室
及
び
ト
イ
レ

と
いっ
た
具
体
施
設
の
内
容
、
規
模
及
び
配
置
な
ど

の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

　

建
設
、
開
業
ま
で
を
見
据
え
た
発
想
の
委
員
会

に
。

め
て
利
便
性
が
高
い
位
置
と
な
る
。
有
効
に
活
用

し
て
い
く
方
策
を
見
出
し
た
い
。

作井　繁樹　議員

町
長

問

町
長

町
長

答問答

答 問

　
　
　

こ
れ
が
キ
モ
、
し
っ
か
り
と
。

　
　
　

商
工
会
議
所
が
ま
ち
会
社
準
備
室
を
開
設
。

　
　
　

新
駅
周
辺
施
設
の
運
営
を
担
う
こ
と
に

も
な
る
で
あ
ろ
う
、
ま
ち
会
社
の
発
足
に
向
け

て
も
積
極
的
な
支
援
が
必
要
。
資
金
調
達
に
お

い
て
も
本
町
が
総
合
調
整
機
能
を
果
た
す
べ
き
。

　
　
　

石
蔵
倉
庫
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
の

　
　
　

Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
・
商
工
会
議
所
と
の
協

議
で
は
、
多
角
的
な
観
点
で
の
議
論
と
本
町
の

戦
略
的
な
姿
勢
を
期
待
し
て
い
る
。

問
　

Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
所
有
の
石
蔵
倉
庫
周
辺
は
、
北

海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
の
開
業
、
後
志
自
動
車
道

倶
知
安
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
の
開
通
に
よ
っ
て
、
新
幹

線
や
高
速
道
路
を
利
用
し
て
本
町
を
訪
れ
る
人
々

の
み
な
ら
ず
、
本
町
に
暮
ら
す
住
民
に
と
って
も
極

町
長

答

問
　
　
　

協
議
の
進
め
方
は
。

　

３
団
体
で
構
想
的
な
絵
柄
を
急
い
で
洗
い
出
し
た

い
。

町
長

答

在来線移設工事の様子（令和３年５月１４日 撮影）
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①
後
志
管
内
の
町
村
で
唯
一、
倶
知
安
厚
生
病
院
に

　

産
婦
人
科
医
が
常
勤
し
て
い
る
。
現
在
の
体
制
維

　

持
に
努
め
る
。

　
　

二
つ
の
認
定
こ
ど
も
園
の
土
曜
保
育
次
善
策
と

　

し
て
、
新
年
度
か
ら
倶
知
安
保
育
所
で
土
曜
保

　

育
を
実
施
す
る
。
延
長
保
育
や
日
曜
・
祝
日
の

　

保
育
実
施
要
望
が
多
い
の
で
、
認
定
こ
ど
も
園
で

　

の
土
曜
保
育
の
完
全
実
施
と
町
内
の
保
育
士
や
保

　

育
教
諭
の
確
保
に
向
け
、
新
年
度
か
ら
新
た
に

　

保
育
士
、
保
育
教
諭
確
保
事
業
を
行
う
。

　
　

ま
た
、
新
年
度
「
こ
ど
も
未
来
課
」
を
設
置

　

し
、
町
の
子
育
て
子
育
ち
の
施
策
を
さ
ら
に
前
進

　

さ
せ
る
。

②
保
育
人
材
の
確
保
、
就
業
の
継
続
及
び
町
内
定

　

着
を
目
的
と
し
て
、
年
間
24
万
円
を
限
度
に
奨

　

学
金
返
還
を
支
援
す
る
。

　
　

助
成
対
象
者
は
、
町
内
私
立
認
定
こ
ど
も
園

　

及
び
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
な

　

ど
。

土曜保育完全実施、日曜保育等のサービス拡充は
新規の奨学金返還支援事業、
　　　　　一時金給付事業で保育人材を確保

①
65
歳
以
上
が
約
３
９
０
０
名
、
16
歳
以
上
64
歳

　

以
下
が
約
９
４
０
０
名
。
ま
ず
65
歳
以
上
及
び

　

高
齢
者
施
設
の
従
事
者
か
ら
進
め
る
。
当
面
は

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
安
全
に
温
度
管
理

　

す
る
た
め
に
集
団
接
種
で
行
い
、
１
日
約
２
０
０

　

人
か
ら
２
５
０
人
程
度
と
な
る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
入
荷
状
況
で
大
き
く
変
わ
る
が
65
歳

　

以
上
及
び
高
齢
者
施
設
従
事
者
は
５
月
上
旬
頃

　

開
始
し
、
２
、３
カ
月
程
度
で
２
回
実
施
す
る
見
込

　

み
。
64
歳
以
下
は
早
く
て
も
７
月
頃
に
開
始
し
、

　

年
内
の
終
了
を
見
込
む
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
温
度
管
理
や
無
駄
を
省
く
た
め
、
65

　

歳
以
上
は
日
程
を
割
り
当
て
る
。
通
知
日
程
で

　

都
合
の
悪
い
場
合
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
日
程
変
更

　

が
で
き
る
。
64
歳
以
下
で
は
、
基
礎
疾
患
の
あ
る

　

方
の
優
先
接
種
や
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
増
え
る
の

　

で
、個
別
接
種
を
視
野
に
検
討
す
る
。
決
定
次
第
、

　

ス
ケ
ー
ジ
ュー
ル
と
共
に
周
知
す
る
。

③
免
疫
を
獲
得
す
る
過
程
で
、
少
な
か
ら
ず
副
反
応

　

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。
正
し
く
理
解
す
る

　

こ
と
が
不
安
軽
減
への
支
援
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
・
町
内
会
回
覧
や

　

新
聞
への
チ
ラ
シ
折
り
込
み
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

　

法
を
活
用
し
周
知
を
進
め
る
。

　
　

不
安
に
対
す
る
問
合
せ
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

　

の
相
談
を
含
め
、
役
場
福
祉
医
療
課
に
お
い
て
も

　

丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
く
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
感
染
の
拡
大
や
病
床
の

　
　
　

ひ
っ
迫
、
重
症
者
数
の
大
幅
な
低
減
を

目
指
す
唯
一
の
も
の
と
考
え
る
。
安
心
し
て
接

種
に
臨
む
た
め
に
不
安
要
素
を
低
減
す
る
こ
と

が
重
要
。

①
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接
種
を
予
定
し
て

　

い
る
が
、
１
日
に
何
名
程
度
の
接
種
が
可
能
か
。

　

優
先
接
種
者
・
一
般
そ
れ
ぞ
れ
の
要
す
る
期
間
は
。

②
接
種
日
は
、
個
人
が
自
由
に
選
べ
る
の
か
。
割

　

り
当
て
か
。

③
副
反
応
を
心
配
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
、
正

③
一人
で
も
多
い
人
材
確
保
と
町
内
人
材
の
掘
り
起

　

こ
し
に
期
待
す
る
。
内
容
は
、
町
内
施
設
に
勤

　

務
経
験
が
な
い
者
が
就
業
し
た
時
に
10
万
円
を

　

給
付
。
以
下
、
勤
続
年
数
に
応
じ
勤
続
１
年
で

　

20
万
円
、
勤
続
３
年
で
30
万
円
、
勤
続
５
年
で

　

30
万
円
、
勤
続
７
年
で
10
万
円
給
付
す
る
。

　
　
　

令
和
３
年
度
の
町
政
執
行
方
針
の
重
点
施

　
　
　

策
の
う
ち
、
「
子
育
て
子
育
ち
支
援
策
の

充
実
」
に
お
い
て
課
題
が
残
っ
て
い
た
保
育
士
の

確
保
策
に
つ
い
て
、
新
規
に
行
う
二
つ
の
事
業

に
よ
り
幾
分
の
進
歩
が
期
待
で
き
る
が
、
町
長

の
任
期
の
折
り
返
し
に
当
た
り
、
子
育
て
子
育
ち

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
公
約
で
も
あ
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
を
み
ん
な
で

　

育
て
る
」
の
進
捗
状
況
と
見
通
し
。

②
新
規
事
業
「
保
育
士
等
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」

　

に
つ
い
て
。

③
新
規
事
業
「
保
育
人
材
確
保
一
時
金
給
付
事
業
」

　

に
つ
い
て
。

　

し
い
情
報
に
よ
り
接
種
有
無
の
判
断
を
す
る

　

こ
と
が
重
要
。
結
果
と
し
て
多
く
の
方
が
ワ
ク

　

チ
ン
を
接
種
で
き
る
環
境
が
望
ま
し
い
が
、
ワ

　

ク
チ
ン
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、
現
在
考

　

え
て
い
る
情
報
提
供
の
方
法
は
。

木村　聖子　議員

安
心
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
て

問

　
　
　

現
在
土
曜
保
育
を
実
施
し
て
い
な
い
私
立

　
　
　

２
園
の
受
け
入
れ
の
準
備
も
必
要
か
と

思
う
が
。

問

町
長

答

問

町
長

答

町長

　

設
計
に
当
た
り
町
内
私
立
３
園
と
打
合
せ
を
し

た
。
最
終
的
に
は
３
園
で
土
曜
保
育
を
実
施
し
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
こ
と
は
２
園
は
承
知
し
て
い
る
。

答

福
祉
医
療
課
主
幹
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①
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
平
成
30
年
度
の

　

産
出
額
34
億
円
と
な
って
お
り
、
地
域
経
済
を
牽

　

引
す
る
存
在
。
ま
た
、
広
が
る
豊
か
な
里
山
風
景

　

と
そ
の
恵
み
で
あ
る
生
産
物
は
、
観
光
と
連
携
す

　

る
こ
と
で
世
界
に
誇
れ
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目

　

指
す
本
町
の
大
切
な
地
域
資
源
。
倶
知
安
町
の

　

農
業
は
、
基
幹
産
業
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
次
世
代

　

に
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
も
の
。

②
課
題
の一つ
と
し
て
農
業
者
の
高
齢
化
や
減
少
が

　

あ
る
が
、
離
農
後
の
農
地
は
令
和
２
年
度
に
お
い

　

て
約
92
％
の
集
積
率
で
担
い
手
に
利
用
集
積
さ
れ

　

て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
に
つい
て
は
大
き
な

　

問
題
と
な
って
い
な
い
も
の
の
、
将
来
を
見
据
え
て

　

新
規
就
農
者
の
育
成
を
は
じ
め
、
担
い
手
の
確
保

　

に
努
め
て
い
く
。

　
　

更
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
が
農
業

　

経
営
に
与
え
る
影
響
を
心
配
し
て
い
る
。
平
成
30

　

年
の
豪
雨
災
害
時
に
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

　

る
防
除
に
係
る
経
費
に
つい
て一部
助
成
し
た
経
緯

　

が
あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
し
っ
か
り
と
対

　

応
し
て
い
く
。

　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
に
つい
て
は
、
近
年

町長
日頃一番感じるものは、行政と農業者の距離がすごく遠いということ

お互いにコミュニケーションをしっかりとっていくことが基本姿勢

　
　
　

本
町
の
農
業
に
対
す
る
町
長
の
基
本
的
な

　
　
　

認
識
、
見
解
を
伺
う
。

①
本
町
に
お
け
る
農
業
の
現
在
の
位
置
づ
け
、
今
後

　

の
位
置
づ
け
は
。

②
本
町
の
農
業
が
抱
え
る
問
題
点
と
解
決
策
は
。

③
農
地
保
全
、
水
利
保
全
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

④
景
観
計
画
に
お
け
る
農
業
の
役
割
、
位
置
づ
け
は
。

⑤
農
業
政
策
に
つ
い
て
の
町
と
し
て
の
考
え
方
は
。

　

農
業
生
産
に
顕
著
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

　

か
ら
、
猟
友
会
等
の
駆
除
活
動
に
対
す
る
補
助
、

　

有
害
鳥
獣
防
止
器
具
の
購
入
等
に
対
す
る
補
助

　
の
予
算
を
増
額
し
、農
業
被
害
防
止
に
対
応
す
る
。

③
農
地
保
全
に
つい
て
は
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て

　

農
地
を
利
用
調
整
す
る
と
と
も
に
、
農
地
転
用

　

に
よ
る
規
制
の
理
解
を
促
し
て
き
た
成
果
で
あ
る

　

と
認
識
し
て
い
る
。
集
積
さ
れ
る
農
地
は
、
農
地

　

法
や
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

　

よ
り
、
乱
開
発
が
農
地
に
及
ば
な
い
よ
う
法
的
に

　

保
護
さ
れ
、
土
地
開
発
事
業
に
対
し
て
適
切
な
指

　

導
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
を
は

　

じ
め
と
し
た
補
助
の
対
象
と
も
な
って
い
る
こ
と
か

　

ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
引
き
続
き
農
地
保
全
に
努

　

め
て
い
く
。
水
利
保
全
に
つい
て
は
、
本
町
全
域

　

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
利
施
設
の
機
能
を
保
全

　

し
、
先
人
が
築
い
た
大
事
な
農
業
基
盤
を
後
世

　

に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

現
在
は
、
５
つ
の
保
全
隊
が
行
う
活
動
を
支
援

　

す
る
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
事
業
や
、
八
幡

　

幹
線
排
水
路
改
修
事
業
を
取
り
進
め
て
い
る
が
、

　

今
後
は
中
後
志
地
区
国
営
灌
漑
排
水
路
事
業
、

　

倶
知
安
土
地
改
良
区
が
行
う
農
地
耕
作
条
件
改

　

善
事
業
、
こ
れ
ら
への
補
助
、
ま
た
瑞
平
川
の
土
砂

　

上
げ
等
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
予
定
。

④
ま
ち
の
景
観
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
５
つ
の

　

景
観
特
性
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の一つ
に
農
業
を

　

位
置
付
け
る
と
と
も
に
基
本
方
針
案
に
お
い
て
も

　

町
民
や
こ
の
ま
ち
に
関
わ
る
事
業
者
な
ど
が
農
業

　

と
の
係
わ
り
を
広
げ
、
身
近
な
も
の
と
い
う
意
識

　

を
高
め
て
い
く
こ
と
。

　
　

ま
た
、
ま
ち
の
自
然
と
暮
ら
し
の
二
つ
の
豊
か
さ

　

を
印
象
付
け
る
農
業
景
観
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
方
向
性
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
く
検
討

森　禎樹　議員

町
長

問答

　

を
進
め
て
い
る
。

⑤
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
中
、
農
業
者
が
意
欲

　

的
に
生
産
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

　

支
援
や
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

　

情
勢
の
変
化
等
への
対
応
に
つい
て
、
関
係
機
関

　

や
生
産
者
と
協
議
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

　
い
く
。
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町長
甚大な影響を受けている飲食店事業者等への具体的な支援策は

新年度の早い時期に新型コロナ対応の補正予算を提案したい

門田　淳　議員

　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
第
３
次
交
付
金

　
　
　

の
繰
り
越
し
合
計
１
億
８
７
５
万
１
０
０
０

円
分
や
、
令
和
２
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

出
来
な
か
っ
た
事
業
な
ど
、
不
用
額
分
の
合
計

積
立
金
３
億
６
４
３
万
８
０
０
０
円
を
活
用
し
て

の
支
援
策
や
経
済
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
町
内
企
業
、
特
に

　

飲
食
店
事
業
者
等
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
は
。

　
　

ま
た
、
補
正
予
算
で
の
対
応
も
考
え
て
い

　

る
の
か
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

　

を
実
施
し
な
が
ら
も
経
済
対
策
も
必
要
と
考
え

　

る
が
今
後
の
具
体
的
な
経
済
対
策
は
。

問

町
長

答
①
町
内
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ

　

で
あ
り
、
特
に
飲
食
店
事
業
者
に
は
ダ
メ
ー
ジ
が

　

大
き
い
と
こ
ろ
で
国
や
道
の
支
援
よ
り
も
早
い
タ
イ

　

ミ
ン
グ
で
の
町
独
自
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

　

え
て
い
る
。

②
地
域
経
済
の
疲
弊
を
こ
れ
以
上
招
か
な
い
た
め
に

　

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

　

策
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
な
が
ら
地
域
経
済
を
回

　

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

地
元
の
お
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
に
つい
て

　

は
実
施
時
期
や
事
業
規
模
に
つい
て
現
在
検
討
を

　

進
め
て
い
る
。

　
　

新
年
度
の
早
い
時
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
係

　

る
経
済
対
策
事
業
の
補
正
予
算
を
提
案
し
た
い
。

②
こ
れ
ま
で
の
手
法
に
限
ら
ず
、
当
該
年
度
中
の

　

寄
附
額
を
い
ず
れ
か
の
事
業
経
費
に
直
接
充
当

　

す
る
形
で
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か

　

る
施
策
に
充
当
す
る
な
ど
、
機
動
的
に
対
応
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て

　
い
く
。

③
厳
し
い
財
政
事
情
の
折
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ふ
る

　

さ
と
寄
附
金
は
貴
重
な
財
源
に
な
って
い
る
。
そ

　
の
活
用
に
つい
て
は
、
町
民
の
皆
様
に
納
得
い
た
だ

　

け
る
よ
う
常
に
意
識
し
な
が
ら
取
り
進
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

町
長

答
①
収
入
額
は
２
億
６
８
０
１
万
円
、
令
和
元
年
度
決

　

算
額
の
11
・
８
％
の
増
。
取
り
組
み
や
成
果
に
つい

　
て
は
、
返
礼
品
発
送
に
つい
て
よ
り
迅
速
に
寄
附
者

　

の
方
へ
お
届
け
出
来
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

　
　

本
町
に
対
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
が
出
来
る
サ
イ
ト

　

を
令
和
元
年
度
よ
り
４
カ
所
増
や
し
、
令
和
２
年
度

　

か
ら一部
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
に
お
い
て
有
料

　

広
告
を
う
って
き
た
。

　
　
　

①
昨
年
度
の
取
り
組
み
や
成
果
に
つ
い
て
。

　
　
　

②
使
い
道
に
つ
い
て
の
こ
れ
か
ら
の
考

え
方
は
。

③
新
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

問
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倶知安町に電子図書館を
田中　義人　議員

　
　
　

大
阪
府
寝
屋
川
市
を
モ
デ
ル
と
し
た
情
報

　
　
　

発
信
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

問

町
長

答
　

町
の
Ｈ
Ｐ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
防
災
無
線
な
ど
を

活
用
し
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
志

総
合
振
興
局
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
と
連
携

し
て
啓
発
活
動
も
進
め
て
い
る
。

　

大
阪
府
寝
屋
川
市
を
モ
デ
ル
に
し
た
情
報
発
信

の
改
善
は
、
保
健
所
を
持
た
な
い
本
町
で
は
限
界

が
あ
る
。
し
か
し
、
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
、
個
人

が
特
定
さ
れ
ぬ
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
感
染
拡
大
防

止
の
情
報
を
伝
え
た
い
。
振
興
局
に
は
、
一定
規
模

で
あ
れ
ば
市
町
村
名
を
公
表
す
る
こ
と
な
ど
を
提

案
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
検
査
後
自
宅
待
機
中
の
方
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
関
連
施
設
、
飲
食
店
、
宿
泊
施

設
の
従
業
員
等
へ
希
望
者
に
つ
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査

の
実
施
準
備
を
進
め
る
。

町
長

答
　

こ
れ
ま
で
景
観
計
画
策
定
準
備
、
準
都
市
計
画

区
域
、
景
観
地
区
の
見
直
し
に
向
け
検
討
会
議
を

開
催
し
て
き
た
。

　

景
観
計
画
に
位
置
付
け
る
方
針
な
ど
を
根
拠

に
、
環
境
保
全
や
土
地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
と
連

携
さ
せ
て
秩
序
あ
る
開
発
誘
導
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
意
向
調
査

の
紹
介
を
受
け
て
い
る
が
専
門
知
識
を
有
し
た
専

属
職
員
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
判
断

が
求
め
ら
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
強
化
を

問景
観
地
区
の
開
発
規
制
と
地
域
経

済
活
性
化
の
両
立
を

　
　
　

秩
序
あ
る
開
発
誘
導
の
た
め
、
開
発
行
為

　
　
　

許
可
権
限
を
北
海
道
か
ら
移
譲
を
受
け

る
べ
き
。

に
満
た
な
い
区
間
が
あ
り
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

最
良
と
の
調
査
結
果
。

　

し
か
し
、
工
事
・
用
地
取
得
・
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
維
持
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
整

備
し
た
場
合
は
、
今
後
の
開
発
行
為
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
慎
重
な
議
論
が

必
要
。
温
泉
郷
線
沿
線
の
開
発
許
可
は
北
海
道
が

行
っ
て
き
た
。
道
路
管
理
者
で
あ
る
倶
知
安
町
と

協
議
を
行
い
、
道
路
管
理
上
の
懸
念
（
勾
配
・
幅

員
・
除
雪
対
象
外
の
区
間
が
あ
る
こ
と
な
ど
）、
開

発
行
為
実
施
に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響
な
ど
意
見
を

述
べ
た
。

町長部局と連携し、早期導入に向け前向きに検討教育長

教
育
長

答
　

文
部
科
学
省
の
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニュ
ア
ル
な
ど

を
上
回
る
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。
都
道
府
県
で

対
応
の
差
は
あ
る
よ
う
で
、
生
徒
が
罹
患
し
た
場

合
、
道
の
方
針
で
学
校
名
の
公
表
は
し
な
い
よ
う

保
健
所
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。

　

学
校
授
業
の
ラ
イ
ブ
配
信
の
検
討
に
つい
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
整
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
。
こ

れ
か
ら
情
報
取
り
扱
い
ル
ー
ル
作
成
や
職
員
の
研
修

な
ど
取
り
組
ん
で
進
め
て
い
く
。

問
　
　
　

「
町
道
ひ
ら
ふ
温
泉
郷
線
」
の
道
路
整
備
の

　
　
　

可
能
性
と
開
発
行
為
許
可
が
出
た
経
緯
に

つ
い
て
。

　

最
大
勾
配
10
％
を
超
え
、
道
路
幅
員
４
メ
ー
ト
ル

町
長

答

仮にロードヒーティング施工だと工事費や用地費を含め12億程の試算結果

13



　

保
健
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は
、
各
種
健
診
を
行

う
施
設
と
し
て
必
須
な
事
項
で
診
療
所
と
し
て
北

海
道
か
ら
許
可
を
受
け
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
今

後
も
乳
幼
児
健
診
、
成
人
健
診
、
ベ
ビ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
、
パ
パ
・
マ
マ
学
級
、
健
診
後
の
相
談
、

育
児
相
談
等
の
医
療
関
係
の
施
設
と
し
て
活
用
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
の
確
保
と

町
の
健
康
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
、
残
り
の

２
０
０
平
米
を
総
合
的
な
活
用
に
と
検
討
し
て
い

る
。

町長
新庁舎移転に伴う周辺施設の有効活用について

個別方針の策定、総合的な視点で検討する

　

新
年
度
、
町
長
及
び
教
育
長
の
執
行
方
針
で

は
庁
舎
移
転
に
つ
い
て
は
広
い
視
野
で
検
討
す

る
と
あ
る
が
、
本
来
は
骨
格
が
決
ま
り
、
該
当

す
る
部
署
に
計
画
を
立
て
さ
せ
、
円
滑
な
移
転

体
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
検
討
で
は
対
応
が
遅
れ
て
い
る

と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
以
下
に
つ
い
て
町
長
・

教
育
長
に
伺
う
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

的
な
案
を
立
案
協
議
し
た
と
こ
ろ
。

　

想
定
を
超
え
た
課
題
も
あ
り
、
今
後
も
財
政
的

に
有
利
な
手
法
な
ど
も
模
索
し
な
が
ら
十
分
に
協

議
を
行
って
い
く
。

森下　義照　議員

町
長

答
　
　
　

保
健
福
祉
会
館
の
内
部
活
用
に
つ
い
て

問
　

分
庁
舎
に
つ
い
て
、
１
階
は
発
電
機
、
給
水
タ
ン

ク
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
重
量
な
物
を
置
き
、
２
階
に
は

毛
布
、
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
、
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
な
ど
軽
量

な
避
難
用
品
な
ど
の
物
品
の
保
管
場
所
と
し
て
活

用
す
る
。 町

長

答
　
　
　

分
庁
舎
の
全
体
的
活
用
に
つ
い
て

問

　

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
観
光
課
は
、
地
域
連

携
Ｄ
М
Ｏ
で
あ
る
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の

事
務
局
、
更
に
は
地
域
Ｄ
М
Ｏ
の
倶
知
安
観
光
協

会
の
事
務
局
が
執
務
し
て
お
り
、
民
と
官
の
観
光

担
当
が
近
く
で
業
務
に
当
た
る
こ
と
で
、
よ
り
密

な
連
携
を
果
た
し
て
合
理
的
な
観
光
振
興
に
取
り

組
ま
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
引
き
続
き
、
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
業
務
に
当
た
る
の
で
、
空
き
ス

ペ
ー
ス
は
出
な
い
。

町
長

答

　
　
　

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
今
後
の
活
用

　
　
　

に
つ
い
て

問

観
光
政
策
に
つ
い
て

　

語
学
教
室
や
福
祉
施
設
な
ど
活
用
申
し
込
み
が

あ
っ
た
が
、
改
修
費
が
高
額
と
な
る
た
め
、
い
ず
れ

も
断
念
さ
れ
た
。
今
現
在
、
活
用
法
が
見
出
せ
ず

困
難
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
後
、
建
物
の
利
活
用
の
観
点
だ
け

で
な
く
、
利
便
性
の
高
い
優
位
性
を
生
か
し
た
土

地
利
活
用
に
も
し
っ
か
り
と
個
別
方
針
を
策
定
し

て
い
く
。 町

長

答
　
　
　

旧
東
陵
中
学
校
跡
の
活
用
に
つ
い
て

問観
光
政
策
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
隣
接
す

る
絵
本
館
、
図
書
室
な
ど
移
設
の
最
適
な
配
置
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
し
て
い
る
が
、
付
加
価
値
と
な

る
部
分
が
機
能
的
に
移
転
す
る
に
は
難
し
い
状
況

の
た
め
、現
時
点
で
は
解
決
策
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

い
く
つ
か
の
部
署
や
町
長
部
局
と
も
横
断
的
、
統
合

　
　
　

図
書
室
、
絵
本
館
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
　
　

タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

問

　

大
規
模
改
修
ま
た
は
建
て
替
え
な
ど
の
比
較
検

討
を
前
提
と
し
て
、建
物
診
断
調
査
を
実
施
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
プ
ー
ル
使
用
が
不
可
能
と
な
る

た
め
、
代
替
え
と
し
て
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
を
調

整
し
て
い
る
。
出
来
る
だ
け
早
期
に
方
向
性
を
出

せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　

町
営
プ
ー
ル
に
つ
い
て

問

教
育
長

答観
光
政
策
に
つ
い
て

　

施
設
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
ご
指
摘
が
あ
っ
た
と

お
り
で
あ
り
、
全
て
各
項
目
に
当
て
は
ま
る
も
の

と
思
う
が
、
や
は
り
総
合
的
な
視
点
を
も
っ
て
し
っ
か

り
と
利
活
用
に
つい
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

町
長

答
　
　
　

各
項
目
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
保
健

　
　
　

福
祉
会
館
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

含
む
医
療
会
館
と
し
て
。
ま
た
、
町
民
が
一
番
望

む
図
書
室
、
絵
本
館
の
改
善
策
。
旧
東
陵
中
学
校

跡
を
含
む
公
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
再
度
伺
う
。

問 観
光
政
策
に
つ
い
て

　
　
　

旧
み
な
み
保
育
所
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

問
　

令
和
３
年
度
で
分
譲
測
量
を
委
託
し
、
宅
地
分

譲
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。
子
育
て
世
代
な

ど
の
定
住
促
進
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長

答

教
育
長

答

14



　

現
時
点
で
の
協
定
内
容
の
案
と
し
て
は
、
５
つ
目

に
「
こ
の
協
定
に
な
い
も
の
、
ま
た
は
変
更
が
生
じ

る
場
合
」
の
別
途
協
議
。
協
定
の
締
結
日
は
、
全

て
の
関
係
町
村
の
予
算
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
た
日
以

降
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
不
測
の
事

態
に
は
、
協
定
の
５
つ
目
に
あ
る
「
こ
の
協
定
に
な

い
も
の
ま
た
は
変
更
が
生
じ
る
場
合
の
別
途
協
議
」

に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
町
村
及

び
厚
生
連
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
種
の
事
態
と
な
れ

ば
、
こ
の
協
定
項
目
に一
文
加
え
た
だ
け
で
は
済
む

も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。
地

域
医
療
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
大
変

大
き
な
根
本
的
な
問
題
に
関
与
す
る
と
こ
ろ
。

　

建
設
費
の
負
担
に
よ
って
改
築
が
実
現
し
、
北
海

協定書に１４町村の負担金を担保する条項を入れる考えは
協定項目に一文加えて済むものではないと認識している

の
補
助
金
の
執
行
管
理
、
ま
た
は
役
場
各
所
や
関

係
機
関
と
の
橋
渡
し
、
国
等
へ
の
各
種
申
請
の
サ

ポ
ー
ト
、
行
政
側
が
担
当
す
べ
き
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
に
業
務
が
絞
り
込
ま
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
お
互
い
の
長
所
を
生
か
し
な
が
ら
諸
課
題
の

解
決
に
寄
与
し
、
観
光
振
興
の
全
体
的
な
動
き
の

中
で
議
員
の
ご
提
案
い
た
だ
て
い
る
よ
う
な
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
的
な
役
割
が
達
成
さ
れ
、
観
光
振
興
・
人
材

育
成
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
。

道
厚
生
連
も
地
域
に
総
合
病
院
、
地
域
セ
ン
タ
ー

を
担
う
の
だ
と
い
う
覚
悟
を
い
た
だ
い
た
。
関
係
町

村
長
は
、
そ
の
地
域
医
療
を
守
る
、
住
民
の
命
と

健
康
を
守
っ
て
い
く
の
だ
と
いっ
た
覚
悟
を
持
っ
て
今

日
ま
で
こ
の
事
業
着
手
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

本
町
は
令
和
３
年
度
の
整
備
計
画
に
関
わ

　
　
　

る
負
担
金
２
億
５
７
１
２
万
２
千
円
を

計
上
し
、
今
後
完
成
ま
で
の
期
間
、
14
町
村
と

締
結
し
て
い
る
協
定
書
に
基
づ
き
、
負
担
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
る
。
倶
知
安
厚
生
病
院
の
土

地
・
建
物
の
不
動
産
所
有
者
は
北
海
道
厚
生
農

業
組
合
連
合
会
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
厚
生
連

の
事
情
が
大
き
く
変
化
し
、
倶
知
安
厚
生
病
院

撤
退
の
事
態
に
な
っ
た
場
合
、
協
議
会
に
対
し

不
動
産
の
無
条
件
無
償
譲
渡
な
ど
、
厚
生
連
と

締
結
す
る
協
定
書
に
14
町
村
の
負
担
金
を
担
保

す
る
内
容
の
条
項
を
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

町長

町
長

佐藤　英俊　議員

問答 倶
知
安
厚
生
病
院
第
２
期
整
備
計

画
協
定
書
に
つ
い
て

観
光
行
政
に
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を

　
　
　

職
員
が
全
て
の
住
民
の
立
場
に
な
り
、
観

　
　
　

光
事
業
者
、
そ
し
て
観
光
客
と
住
民
の

問
題
解
決
の
役
割
を
担
い
、
課
題
解
決
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
で
観
光
地
と
し
て
の
成
熟

度
が
増
す
こ
と
に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

今
般
、
観
光
課
が
観
光
商
工
課
と
改
め
ら
れ
、

従
前
の
観
光
行
政
と
商
工
労
働
・
企
業
誘
致
係

が
と
も
に
業
務
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
機

会
に
縦
横
無
尽
、
遊
軍
的
な
業
務
を
中
心
と
し

た
仕
事
を
通
し
、
素
早
い
観
光
問
題
、
課
題
解

決
に
関
わ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
と
し
て
観
光
行
政
の
業
務
を
担
わ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

問
　

行
政
担
当
者
で
は
、
専
門
性
の
構
築
が
難
し
い

ほ
か
、
異
動
に
よ
り
人
の
繋
が
り
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

が
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
足
か
せ
に
な
る
と
い
う

点
が
、
実
は
国
と
旅
行
業
の
関
係
者
の
よ
う
な
レ
ベル

間
で
も
議
論
に
挙
が
る
こ
と
が
多
い
と
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
。
将
来
的
に
は
行
政
の
観
光
担
当
者
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ

町
長

答
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町長の公約（政策）の実現に向けて
こども未来課を新設し、子育て・子育ちの

小川　不朽　議員

町長

　
　
　

本
年
は
町
長
任
期
折
り
返
し
の
年
で
あ
る
。

　
　
　

町
長
は
公
約
の
一
つ
に
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
を

み
ん
な
で
育
て
る
」
と
し
て
、
「
妊
娠
・
出
産
か
ら

成
人
ま
で
、
一
貫
し
た
倶
知
安
独
自
の
『
子
育
ち
、

子
育
て
』
方
針
の
も
と
、
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例

を
制
定
し
ま
す
。
」

　

「
現
在
の
保
健
福
祉
会
館
に
、
絵
本
館
に
代
わ
る

く
っ
ち
ゃ
ん
子
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
隣
接
す
る
公

園
も
活
用
し
、
四
季
を
通
し
学
び
遊
べ
る
新
た
な

居
場
所
を
つ
く
り
ま
す
。
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
町
長
が
掲
げ
る
政
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
（
全
体
構
想
）
と
政
策
の
具
現
化
に
向
け

た
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問

町
長

答
　

こ
の
政
策
は
、
①
「
妊
娠
・
出
産
か
ら
成
人
ま

で
、
一貫
し
た
倶
知
安
町
独
自
の
子
育
て
、
子
育
ち

方
針
の
も
と
、
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
を
制
定
す
る
」、

②
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
セ
ン
タ
ー
の
開
設
」、
③
「
倶

知
安
厚
生
病
院
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
確
保
、

充
実
」、
④
「
多
様
な
雇
用
形
態
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
支
え
る
保
育
環
境
の
整
備
」、
⑤
「
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
」
と
な
って
い
る
。

　
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
」
制
定
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
本
年
度
は
妊
娠
・
出
産
か
ら
成
人
ま
で
の

各
年
齢
で
、
本
町
が
実
施
す
る
事
業
を
と
り
ま
と

め
、
全
国
の
「
子
育
て
条
例
」
の
研
究
、
子
育
て

関
係
団
体
や
年
代
層
ご
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
新
年
度
も
継
続
し
て
実
施

し
、
ま
ち
独
自
の
方
針
案
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
新
庁
舎

完
成
後
の
保
健
福
祉
会
館
の
跡
利
用
と
老
朽
化
が

著
し
い
絵
本
館
へ
の
対
応
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、

子
育
て
世
代
を
は
じ
め
、
町
民
全
体
の
利
便
性
と

事
業
費
な
ど
、
現
在
、
総
合
的
な
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

新
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
未
来
課
を
新
設
し
、
本

町
の
子
育
て
・
子
育
ち
の
施
策
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

て
い
く
。町

長

答

　

自
治
体
ほ
ど
が
「
子
育
て
条
例
」
を
制
定
し
、

　

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
項
や
虐
待
防
止
の

　

条
項
を
盛
り
込
ん
で
い
る
自
治
体
は
多
い
。
本
町

　
の
条
例
に
盛
り
込
む
か
否
か
も
含
め
、
素
案
づ
く

　

り
が
な
さ
れ
て
い
く
。

④
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
に
つい
て
、
移
転
し
た
際
に

　

は
四
季
を
通
し
て
学
び
、
遊
べ
る
新
た
な
居
場
所

　

と
し
て
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
セ
ン
タ
ー
」
を
提
案
し

　

て
い
る
。
移
転
計
画
が
し
っ
か
り
出
来
れ
ば
拠
点

　

と
な
り
得
る
。

⑤
福
祉
関
係
と
し
て
「
こ
ど
も
未
来
課
」
と
い
う
課

　

を
設
置
す
る
が
、
教
育
関
係
と
ど
う
か
ま
せ
て

　
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り
精
査
す
る
必
要

　

が
あ
る
が
、
や
れ
る
と
こ
ろ
は
ま
ず
は一歩
ず
つ

　

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ど
も
未
来
課
を

　

新
た
に
設
置
す
る
。

　
　
　

①
町
長
が
言
う
「
倶
知
安
独
自
の
子
育
ち
・

　
　
　
　

子
育
て
方
針
」
と
は
。

②
町
長
が
言
う
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
」
と
は
。

③
制
定
を
目
指
し
て
い
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
」

　

の
上
位
法
令
を
ど
の
よ
う
に
お
さ
え
て
い
る
の

　

か
。

④
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
は
保
健

　

福
祉
会
館
の
隣
接
す
る
ち
び
っ
こ
公
園
を
も
包

　

括
し
た
「
子
育
て
・
子
育
ち
」
の
拠
点
と
捉
え

　

て
い
た
が
。

⑤
こ
ど
も
未
来
課
の
新
設
と
、
こ
の
「
子
育
て
・

　

子
育
ち
」
政
策
に
ど
う
関
わ
り
が
あ
る
の
か
。

問
①
子
育
て
は
、
親
ば
か
り
で
頑
張
る
の
で
は
な
く
、

　

町
民
や
地
域
総
出
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
と
い

　

う
も
の
を
進
め
て
い
き
た
い
。

②
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
」
と
は
基
本
的
に
は
倶
知
安
で

　

今
現
在
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
達
を
指
す
が
、
こ

　

れ
か
ら
の
議
論
を
進
め
て
い
く
中
で
定
ま
って
い
く

　

の
で
、
私
自
身
が
勝
手
に
定
義
づ
け
る
も
の
で
は

　

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

③
こ
の「
子
育
て
条
例
」に
関
し
て
の
上
位
法
令
は
、

　

特
に
決
ま
っ
た
も
の
は
な
い
。
今
、
全
国
の
約
30

新庁舎「こども未来課」

施策をさらに前進させていく
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２
０
１
８
年
の
12
月
定
例
会
で
当
時
の
西

　
　
　

江
町
長
は
「
本
町
と
し
て
施
設
の
増
築
、

ま
た
新
設
等
の
施
設
整
備
が
必
要
な
時
期
だ
と

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
が

過
ぎ
た
。
こ
の
間
、
施
設
更
新
に
向
け
関
係
町

村
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
て
き

た
の
か
。

　
　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
っ
た
。「
災

　
　
　

害
弱
者
」
と
呼
ば
れ
る
住
民
に
対
す
る

「
避
難
行
動
要
支
援
個
別
計
画
」
の
策
定
に
関
し
、

以
下
の
点
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
「
避
難
行
動
要
支
援
個
別
名
簿
」
に
つ
い
て
。

②
「
避
難
行
動
要
支
援
個
別
計
画
」
に
つ
い
て
。

③
「
名
簿
」
「
個
別
計
画
」
の
活
用
に
つ
い
て
。

「道の『核ごみ条例』」本町は遵守するか
遵守する、本町として受け入れ検討の余地はない

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

道
の
鈴
木
知
事
は
先
日
の
定
例
道
議
会
で
、

　
　
　

核
の
ご
み
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
す
る

道
条
例
を
道
内
の
全
て
の
市
町
村
に
遵
守
し
て

欲
し
い
と
訴
え
た
。
本
町
は
こ
の
鈴
木
知
事
の

訴
え
を
受
け
止
め
、
道
条
例
を
遵
守
す
る
か
。

問

問

町
長

答
　

私
達
は
本
町
の
豊
か
な
環
境
を
将
来
に
引
き
継

い
で
い
く
責
務
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本

町
と
し
て
は
、
核
の
ご
み
は
受
け
入
れ
難
い
と
の
道

条
例
を
遵
守
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
町
で
の
核
の
ご

み
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
、
現
状
に
お
い
て
検
討
の

余
地
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

『
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
』
施
設
更
新

に
向
け
積
極
発
信
を

町
長

答
①
名
簿
の
対
象
者
は
１
４
９
７
名
で
情
報
提
供
に
同

　

意
さ
れ
た
方
の
情
報
に
つい
て
は
避
難
支
援
者
へ

　

提
供
し
、
災
害
時
に
お
い
て
円
滑
な
避
難
支
援
が

　

行
わ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

②
①
の
対
象
の
う
ち
、
個
別
計
画
を
策
定
し
て
い
る

　

方
が
４
３
６
名
。
残
り
の
方
々
に
つい
て
も
早
急
に

　

個
別
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
く
。

③
情
報
提
供
に
同
意
さ
れ
た
方
の
情
報
に
つい
て
は
、

　

事
前
に
消
防
や
警
察
と
いっ
た
避
難
支
援
機
関
に

　

提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
意
さ
れ
て
い
な
い

　

方
に
つい
て
も
災
害
発
生
時
や
災
害
が
発
生
す
る

　

恐
れ
が
あ
る
場
合
、
支
援
機
関
に
提
供
す
る
こ
と

　

に
な
って
い
る
。

『
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
』
本

町
は
導
入
す
る
の
か

問

問

　
　
　

①
学
校
現
場
で
導
入
す
る
場
合
の
流
れ
。

　
　
　

②
本
町
は
制
度
を
導
入
す
る
の
か
ど
う
か
。

　

議
員
が
提
案
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
は
十
分
理
解

し
た
の
で
、
町
長
部
局
と
情
報
を
共
有
し
同
様
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

答『
避
難
行
動
要
支
援
者
』
対
象
者

の
個
別
計
画
は
で
き
て
い
る
か

　
　
　

２
年
前
の
６
月
定
例
会
で
町
長
は
町
長
附

　
　
　

属
機
関
の
議
員
枠
廃
止
に
つ
い
て
、
「
議

会
と
一
緒
に
４
年
か
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
に

は
大
賛
成
だ
」
と
述
べ
た
。

　

廃
止
に
は
条
例
改
正
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

議
会
と
町
・
教
育
委
員
会
が
共
同
で
作
業
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
長
、
教
育
長
の
見

解
は
。

問『
町
長
附
属
機
関
の
委
員
構
成
』

議
員
枠
廃
止
の
作
業
を
共
同
で

町
長

答
　

議
員
枠
廃
止
に
向
け
、
必
要
と
な
れ
ば
条
例
改

正
等
の
手
続
き
に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
は
今

も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
各
附
属
機
関
の
本

来
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
各
委
員
が
活
発
で

自
由
に
議
論
出
来
る
よ
う
な
機
関
形
成
に
向
け
、

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

町
長

答
　

前
町
長
答
弁
か
ら
３
年
が
経
っ
た
が
、
今
日
に

至
って
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
大

変
反
省
し
て
い
る
。
今
後
は
羊
蹄
山
麓
町
村
長
会

議
の
場
な
ど
で
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。
担

当
課
長
会
議
の
中
で
も
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

①
変
形
労
働
時
間
を
設
定
す
る
た
め
の
業
務
員
の

　

勤
務
実
績
調
査
→
具
体
的
な
労
働
時
間
や
対
象

　

期
間
な
ど
の
決
定
→
就
業
規
則
の
整
備
→
労
使

　

協
定
の
締
結
→
労
働
基
準
監
督
署
への
届
け
出
→

　

変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
と
職
場
内
への
周
知
→

　

適
正
な
運
用
と
給
与
の
支
払
い
、
と
い
う
こ
と

　

に
な
って
い
る
。

②
当
面
は
本
制
度
を
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。
導

　

入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
事
務
量
の
増
大
を
は

　

じ
め
、
教
職
員
の
新
た
な
負
担
や
不
安
が
発
生

　

す
る
懸
念
が
大
き
い
た
め
。

教
育
長

答
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①
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
に
つい
て
は
、
共
和
・
岩

　

内
・
蘭
越
・
ニ
セ
コ
・
倶
知
安
で
ニ
セ
コ
山
系
観
光

　

連
絡
協
議
会
を
作
り
、
ニ
セ
コエ
ク
ス
プ
レ
ス
の
発

　

行
な
ど
、
連
携
し
て
観
光
振
興
を
進
め
て
き
た
。

　
　
ニ
セ
コ
の
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
と
し
て
は
蘭
越
・
ニ
セ

　
コ
・
倶
知
安
と
Ｎ
Ｐ
Ｂ
及
び
３
町
の
観
光
協
会
で

　
ニ
セ
コ
観
光
圏
を
構
成
し
て
進
め
て
い
る
。
多
く
の

　

観
光
客
が
ニ
セ
コ
で
楽
し
ん
で
き
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
、

　

ま
た
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
への
対
応
や
グ
リ
ー
ン
シ
ー

　

ズ
ン
の
底
上
げ
な
ど
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
事
業
所
も
あ
り
農
業
も
盛
ん

　

な
本
町
に
お
い
て
、
当
て
は
ま
る
考
え
方
。
観
光

　

事
業
者
に
お
い
て
も
地
域
の
特
性
を
前
面
に
取
り

　

組
ん
で
い
る
。
町
と
し
て
も
後
志
総
合
振
興
局
と

　

連
携
し
な
が
ら
地
元
産
品
の
使
用
を
積
極
的
に

　

後
押
し
し
て
い
く
。

町長
地元調達を進め、地産地消に力を入れるべき

地元産品の使用を積極的に後押ししていく

　
　
　

①
倶
知
安
町
の
観
光
に
つ
い
て
は
観
光
協

　
　
　

会
を
柱
に
し
て
進
め
て
い
る
が
、
各
町
村

や
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド(

Ｎ
Ｐ
Ｂ)

な
ど
と
の
連
携
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
今
後
の

観
光
振
興
の
考
え
を
伺
う
。

②
観
光
と
地
域
産
業
と
の
有
機
的
結
び
付
き
が
大

　

事
。
食
材
や
資
材
の
地
元
調
達
が
進
め
ら
れ
る

　

こ
と
が
観
光
振
興
へ
の
な
お
一
層
の
理
解
を
深

　

め
る
の
で
は
。
地
産
地
消
に
力
を
入
れ
る
べ
き

　

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

厚
生
病
院
か
ら
の
補
助
申
請
に
係
わ
る
書
類
に

つ
い
て
は
、
基
本
設
計
の
中
間
報
告
と
し
て
配
置

計
画
・
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
報
告
を
受
け
た
。
積

算
根
拠
に
つ
い
て
は
整
い
次
第
所
管
委
員
会
へ
報

告
す
る
。
本
町
の
負
担
額
は
中
間
報
告
に
基
づ

い
て
本
町
の
負
担
割
合
68
・
55
％
で
計
算
す
る
と

22
億
７
１
１
６
万
５
０
０
０
円
と
な
る
。

原田　芳男　議員

町
長

問

問答

町
長

答
　
　
　

多
く
の
運
動
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　

均
等
割
が
令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児

が
50
％
減
免
さ
れ
る
。
町
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
繰
り
上
げ
る
取
り

組
み
が
出
来
な
い
か
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
限
度
額
が
今
年
も
引
き
上

げ
ら
れ
合
計
で
99
万
円
と
な
る
。
こ
の
５
年
間

で
14
万
円
の
引
き
上
げ
、
公
共
料
金
で
こ
ん
な

引
き
上
げ
は
な
い
。
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も

や
め
る
べ
き
。
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　

文
科
省
か
ら
「
放
射
線
副
読
本
」
が
小
中

　
　
　

高
に
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
回
収
し
た
自
治
体
も
あ
る
。
放

射
線
が
人
工
的
な
も
の
と
自
然
界
と
同
じ
に
扱

う
の
は
お
か
し
く
、
食
品
基
準
値
の
国
際
比
較

に
つ
い
て
も
比
較
の
前
提
が
お
か
し
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
教
育
長
の
見
解
は
。

問

倶
知
安
町
の
観
光
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

問
　
　
　

厚
生
病
院
の
第
２
期
整
備
計
画
に
14
町
村

　
　
　

で
33
億
１
４
０
０
万
円
の
負
担
を
し
各

町
村
の
負
担
を
決
め
た
と
報
告
さ
れ
た
が
、
厚
生

病
院
か
ら
町
村
の
補
助
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

の
見
積
書
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

国
か
ら
の
補
助
の
見
通
し
や
設
計
図
な
ど
は
示

さ
れ
た
の
か
。
本
町
の
負
担
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

厚
生
病
院
の
第
２
期
整
備
計
画
へ
の

14
町
村
の
補
助
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
税
引
き
上
げ
や

子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
に
つ
い
て

町
長

答
　

子
ど
も
の
均
等
割
り
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
未
就
学
児
を
対
象
に
５
割
軽
減
と
な
る
。
減

免
制
度
の
前
倒
し
に
つ
い
て
は
、
全
額
町
の
負
担
と

な
る
こ
と
か
ら
国
に
準
じ
て
令
和
４
年
度
か
ら
実

施
し
た
い
。
18
歳
ま
で
の
拡
充
、
均
等
割
の
廃
止

に
つ
い
て
は
要
望
を
引
き
続
き
し
て
い
く
。
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
多
く
の
自
治
体
が
引
き
上

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
提
案
し
た
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

　

指
摘
の
と
お
り
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
な
ら

修
正
を
求
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長

答
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①
介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
推
進

　

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
、
人
材

　

の
発
掘
を
図
り
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

　

進
め
る
。
理
学
療
法
士
な
ど
に
技
術
的
助
言
を
い

　

た
だ
き
、
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
の
取
り
組
み

　

及
び
介
護
従
事
者
の
資
質
の
向
上
を
強
化
。
認

　

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
の
充
実
を

　

図
る
。

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
協
議

　

体
制
を
構
築
し
、
地
域
ご
と
に
お
け
る
拠
点
づ
く

　

り
を
推
進
。

③
ケ
ア
ラ
ー
の
実
情
把
握
は
、
第
８
期
の
後
志
広
域

　

連
合
介
護
保
険
事
業
計
画
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　

査
を
行
って
い
る
。
介
護
者
か
ら
の
相
談
対
応
や

　

情
報
提
供
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
結

　

び
つ
け
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

④
倶
知
安
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

　

８
年
に
開
所
。
今
後
の
改
善
点
は
、
主
に
集
団
に

　

よ
る一体
的
な
活
動
か
ら
個
々
の
状
態
に
合
っ
た
活

誰ひとり残さない地域包括ケアシステムの構築へ
高齢者福祉サービスの向上により一層努める

　

市
町
村
が
１
回
目
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

　

き
る
。

　
　
　

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者
へ
の
優
先
接

　
　
　

種
は
考
え
て
な
い
の
か
。

②
医
療
機
関
で
の
接
種
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
接
種

　

体
制
の
検
討
。

町長

町
長

坂井　美穂　議員

問答

問

　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
向
け
、

　
　
　

以
下
を
問
う
。

①
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

②
通
い
の
場
や
健
康
教
室
の
拠
点
の
創
出
。

③
ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
な
ど
を
無
償
で
介
護
し
て
い

　

る
人
）
の
実
情
把
握
と
そ
の
支
援
。

④
現
在
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
経
緯
と
今

　

後
の
改
善
点
な
ど
の
検
討
。

⑤
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
の
現
状
。

⑥
倶
知
安
町
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
周

　

知
の
検
討
。

①
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッフ
への
優
先
接
種
は

　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
集
団
接
種
を
基
本
に
進
め
て
い
る
が
、
医
療
機
関

　

と
の
連
携
の
中
で
個
別
接
種
が
可
能
か
検
討
。

　
　
　

①
介
護
従
事
者
へ
の
優
先
接
種
。

　
　
　

②
住
民
票
が
あ
る
が
、
現
在
住
ん
で
い
な

い
町
民
へ
の
接
種
の
対
応
。

③
住
民
登
録
し
て
い
な
い
町
内
在
住
者
へ
の
接
種

　

の
対
応
。
（
帰
国
困
難
な
外
国
人
等
）

④
１
回
目
の
接
種
後
に
転
出
し
た
町
民
へ
の
次
回

　

接
種
へ
の
引
継
ぎ
。

問

　

動
を
多
く
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。

⑤
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
に
つい
て
は
過
去
10

　

年
間
の
実
績
が
な
く
、
今
後
見
直
し
を
検
討
。

⑥
周
知
方
法
の
更
な
る
工
夫
の
検
討
と
と
も
に
、
介

　

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
繋
が
って
な
い
方
の
状
況
を

　

確
認
。

町
長

答

①
介
護
従
事
者
への
優
先
接
種
は
高
齢
者
施
設
の
従

　

事
者
に
つい
て
も
同
時
に
実
施
し
て
い
く
。

②
居
住
実
態
の
あ
る
市
町
村
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
。

　

本
町
で
住
所
地
外
接
種
届
出
済
証
の
発
行
を
受

　

け
、
接
種
券
と
と
も
に
持
参
。

③
接
種
券
や
先
程
の
届
出
済
証
の
発
行
を
ど
こ
の
市

　

町
村
か
ら
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
居
住
実
態
の

　

あ
る
市
町
村
に
申
請
を
行
う
こ
と
で
接
種
券
の
発

　

行
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

④
現
在
、
接
種
を
受
け
た
方
の
情
報
を
全
国
で
記
録

　

す
る
国
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
管
理
シ

　

ス
テ
ム
に
よ
り
、
２
回
目
接
種
の
際
に
転
出
先
の

町
長

答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
体
制
に
つ
い
て
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■ 新型コロナワクチン接種について
　令和3年3月2日に本町におけるワクチン接種の体
制整備について、4月19日にはワクチン接種に係る
全体スケジュールについて福祉医療課より本委員会
に説明を受けました。

① 医療従事者…北海道より連絡等あり次第、順次接種

② 高齢者(65歳以上)…5月中旬から(予定)1回目の接
　 種開始。6月中旬から(予定)2回目の接種開始。

③ 基礎疾患を有する方…5月以降、接種券の送付。
　 6月以降、接種券の日程案内を送付。

④ 高齢者施設等の従事者…各施設と日程など別途協議。

⑤ 60～64歳、16～59歳の方…6月以降、接種券の送
　 付。7月以降、接種券の日程案内を送付。

　なお、集団接種は世代交流センターを会場に実施と
なります。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 町税条例等一部改正の専決処分について
　新型コロナ禍における納税措置等の延長など下記の
内容が報告されました。

① 固定資産税負担調整措置を令和5年度まで延長

② 個人住民税の住宅ローン控除の延長

③ 軽自動車の環境性能割、種別割の特例

集団接種会場「世代交流センター」

■ 新型コロナウイルス感染拡大防止緊急対策
    について
　感染拡大防止策の啓蒙活動が主になっている町に対
して、総務常任委員会での提言により、下記の具体事
業が実施されています。

① PCR検査キット配布事業

　飲食店・酒類販売業者、宿泊事業者、高齢福祉事業
　者の従事者で、希望者配布用として合計3,000個の
　検査キットを用意。
　　※実績としては検査数およそ1,500

② 自宅待機応援パック事業

　検査陽性者等で、保健所から自宅待機の要請を受
　けている方へ食料品を詰め合わせたパックを自宅
　へ届ける事業。

■ 町税の減収について

　町民・法人税、固定資産税、宿泊税などの町税が
6,400万円程度減収となる見込みが報告されました。
内容は、およそ3億円の税収を見込んだ宿泊税が新型
コロナウイルスの影響で7,000万円程度の税収に止ま
ることがことが主な原因。

■　郊外地域デマンドバス運行実証事業について
　令和3年8月、令和4年1月の各1カ月間の予定で北
部地域など公共交通機関が希薄なエリアを対象に、予
約制デマンドバスの試験運行を行います。運賃はじゃ
がりん号と同様100円の予定で、バス停は病院やスー
パーなど多めに設定されています。
　ハイエースクラスのワゴンバスを2台運行させる予
定で、通院や買い物の足としての利用が予想されま
す。学生の通学には利用出来ませんが、土日の部活動
などには利用できるよう調整されています。
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経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光課所管事項

スノーリゾート誘客・集客事業について
　新型コロナ対策事業の取り組みと状況について報告
を受け、委員からはコロナ禍の収束が見通せない中な
ので、引き続き令和3年度以降も小中学生に対するリ
フト券の配布を検討できないかなどと質疑がされまし
た。町としては社会教育分野とも協議して検討を進め
ていきたいとの回答がされました。

■ まちづくり新幹線課所管事項
令和3年度における町の経済支援事業について
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
を活用した下記の事業を令和3年度に行うと報告を受
けました。

・地元のお店応援クーポン発行事業交付金
・倶知安町新型コロナウイルス対策信用保証料助成金
・くっちゃん経営持続化支援金
・倶知安町感染予防対策備品購入補助金　など

■ 水道課所管事項

① 比羅夫5号井戸の水質の状況について
　担当課よりひらふの水不足に対応するために掘削が
行われている比羅夫5号井戸より基準値を超えるマン
ガンが検出されたと報告を受けましたが、取水を続け
ることにより数値が下がり改善が見込まれたため、
令和3年度においても取水を続けると報告を受けまし
た。

② 水道事業の収支計画について
　担当課からは今後の水道事業運営審議委員会の議論
やスケジュール、水道ビジョン及び経営戦略を基に方
向性を決定していくと報告を受けました。
　なお、水道利用加入金の改正や水道料金の見直しに
ついては、中間方向も踏まえ本委員会へ逐次報告され
ることになります。

■ 学校施設長寿命化計画の策定

　令和3年4月28日に教育委員会学校教育課から「倶
知安町学校施設長寿命化計画(2021～2030年度)」が
本委員会にて示され質疑をしました。
　本計画は本町小中学校は既に築年数を30年以上も
経過し、老朽化によるリスクや維持管理費の増大、
改修などの課題を抱えている状況にあり、厳しい財
政状況が続く中で更なる人口減少等により公共施設
などの利用需要の変化の予想を踏まえ、早急に公共
施設等の全体の状況を把握し、長期的な視点をもっ
て更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うこと
により財政負担を軽減・平準化し、公共施設等の最
適な配置を実現する必要があるとしています。

委員会開催は下記のとおり
　　　　　　　　　　　（令和3年2月から令和3年4月まで）

2月9日、3月1日、8日、17日、23日、4月19日
(計6回)
　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随
時開催し調査をしています。

■ 保育人材確保一時金給付事業

　令和3年3月30日に福祉医療課(こども未来課)より
「令和3年度町保育人材確保一時金給付事業」の詳細
について説明を受けました。

　町内の認可保育所、認定こども園、放課後児童クラ
ブ、児童館等に保育士として勤務する方に「保育人材
確保一時金」を給付することにより、町内の認可保育
所等に勤務する保育人材を確保することを目的として
います。

■ 建設課所管事項

① 一般町民用臨時雪捨場の設定について
　今年の大雪の影響により琴平雪捨場の堆雪量が限界
に達したために2月23日に閉鎖され、一般用堆雪場は
2月25日から旧東陵中学校グラウンド臨時雪捨場に変
更なると報告を受けました。

② 町道温泉郷線調査について
　道路環境の向上を図る上でどのような対応が可能
なのかを検討する調査を実施し、ロードヒーティング
を仮に施工すると総額で12億円を超える多額な費用
が掛かるとの報告を受けました。
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　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では前年度に引き続き、ペーパー
レス化や委員会のオンライン化も含めた議会の
ICT化について議論を深めました。

　なお、今般の新型コロナウイルス感染症拡大
の状況も鑑み、オンラインでの行政視察につい
ても積極的に実施していく試みについて各委員
間で議論がされました。

　また、今後の状況も勘案しながら、議会報告
会についてもオンラインでの実施についても検
討を進めていきます。

特別委員会報告

リモート出席も併用し、本年度の活動について議論を行いました

議 ら長 室 か
こ ん に ち は

議長　盛多　勝美

　本年４月21日の第３回臨時会をもって役場旧庁舎議場での
最後の本会議が終わりました。55年間の歴史を噛み締め、感
謝の意を込めてお別れをさせていただきました。５月６日に
は役場新庁舎が開庁しました。環境も新たに再スタートとい
った気持ちを役場職員・議員共々感じたところであります。
　１階には住民窓口をはじめ、これまで保健福祉会館内に配
置されていた福祉医療課も役場新庁舎に配置されるなど、来
庁される方々の利便性に配慮されたものと感じております。
　また、３階には新しい議場のほかに来庁者の皆様に開放さ
れた展望テラスがありますので、来庁の際には是非お立ち寄
りいただければと思います。
　最後になりますが、引き続きご自身のみならず、大切な人
を守るという想いを忘れず、普段の行動に留意していければ
と思います。新型コロナウイルス感染症が収束した日常生活
を切に願い、ともに頑張りましょう。
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役場新庁舎に是非お越し下さい！（令和３年５月６日 開庁）

　令和3年5月6日に役場新庁舎の開庁式が行われました。3階には展望テラス・議場・傍聴席（バリ
アフリー対応）・議員控室・議会事務局が配置されています。展望テラスは来庁者の皆様に開放さ
れた空間となっておりますので是非お立ち寄り下さい。

　なお、議会傍聴の際には新庁舎にはエレベーター・車椅子専用スペースの傍聴席が設置されて
おりますので車椅子の方でもお越しになれます。

来庁者の皆様に開放された「展望テラス」（役場庁舎３階）

新庁舎議場内（左）と車椅子の方にも対応した傍聴席（右）
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議会は倶知安町役場庁舎3階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第 2 回定例会は 6月 7日（月）  から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

広報委員 / 田中　義人

地元への思いや新たな発見

　倶知安に帰り家業を継いで30年近くが経ちました。これまで
に青年会議所をはじめ、まちづくりや行政の会議にも参加させ
ていただきました。
　私自身は仕事の為の帰郷でしたので、地元に対する思い入れ
や愛着を強く持っていた訳ではありませんでした。そんな私で
したが、さまざまな職業・役職の方々と共に活動させていただ
く中で、地元への思いや新たな発見をさせていただきました。
　今シーズン、街の中では新型コロナウイルスの影響で休業す
る店舗や空き家になっている所も多く、日常生活に支障をきた
す程の状態となっていました。交差点付近では事故も増えてい
ました。駅前通りに関しては排雪を行っていましたが、来シー
ズンも新型コロナウイルスの終息が見込めない場合は同じ状況
を繰り返すことになります。
　その中で、言ったもの勝ち、やらないもの勝ちの不公平感を
感じたこともありました。今後はどの様な対応になるのか明確
な説明が必要だと思います。
　近年の変貌は想像を超えるスピードで進み、以前に言われて
いた街と山の隔たり以上に国際化と大規模開発により、町自体
の部外者感を感じてしまいます。させないための規制や制度を
作っても、将来像やビジョンを共有出来るものにしない限り、
説得力のないその場対応になり、グレーゾーンのいたちごっこ
になるのではないでしょうか。強い実効性のあるローカルルー
ルが必要だと思います。
　もう10年程で新幹線の開業と高速道路の開通も迫ってきます。
倶知安の魅力を町民が感じられて伝えられるものにしていかな
ければならないと思います。

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

職業：飲食店経営

　倶知安もようやく新緑の頃を迎えました。
　入園・入学や進学、そして就職など新たな生活を始められた方も多いのではないでしょうか。
　役場新庁舎も完成し、５月６日より使用開始されました。議会が入る３階には、羊蹄山やニセコ連峰が
一望できる展望テラスができました。学生さんの読書や自習、お母さん達の会合など、気軽に利用してい
ただけますので一度立ち寄ってみて下さい。
　５月中旬から６５歳以上の方からワクチン接種が順次始まります。海外ではワクチンの効果が認められ
ておりますので、１日も早く通常の生活が戻ることを切に願います。

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

巳亦 一朗 さん　（53歳）

み  ま  た　  い ち ろ う
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